釋空満寺通信　平成三十一年四月号
ぶつぶつ　　　　発積者　田中　誠土　
　　四月の行事と面接日　（受付時間）　
大阪　三日（十三時～十七時）
大阪　四日（十一時～十七時）
本山　九日（午前中）
別院　十四日（午前中）
　　　　夜八時　御水取法会
熊本　十五日（十四時～十八時）
大牟田十六日（十三時～十五時）

武雄　十六日（十八時～二十時）

本山　十九日（午前中）
宮崎　二十六日（午前中）
別院　二十七日（午前中）
東京・北九州会場はお休みです

★　四月九日（月）　本山花供養会

場所　本山枝垂れ桜の下　十時から

 　法要後、通常通り管長様面接あり。

お接待の用意もあります。
どうぞお花見方々お参り下さい。
お待ち申上げます。
★祝賀
　この度、今上天皇のご退位並びに、新天皇ご即位に、心より尊崇の念とご祝意の念を申し上げます。
　つきましては、祝賀儀礼等による厳戒態勢の邪魔にならぬように、上京を差し控えます。よって、東京地区の管長面接は中止し、六月二日三日に行います。ご理解の程、宜しくお願い致します。
· 日本のことわざ

　皆さんもご存知と思いますが、季節柄今月は桜に関することわざを、紹介します。
「世の中は三日見ぬ間の桜かな」

　桜が散るように世の移り変わりは激しいという意味でいわれます。

　しかしこれは江戸時代の俳人・大島蓼太の句から出来たことわざで、その句は、いつの間にか桜が咲いていたということを詠んだものでした。その句が、

「世の中は三日見ぬ間に桜かな」

（三日外出しないでいたら世間ではいつの間にか桜が咲きそろっていた）
「三日見ぬ間に」が「三日見ぬ間の」と誤って伝わり、世の中を三日見ない間に桜が散ってしまったという意味になってしまいました。

「に」と「の」の違いで、満開と散った桜の違いがあるなんて、日本語は難しいですね。

· 明日ありと思う心のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あだ),仇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ざくら),桜)
「仇桜」は、はかなく散ってしまう桜の花のことで、明日があると思っていると、桜の花がはかなく散ってしまうように、世の中や人生、いつどんなことが起こってどうなるかわからないという、世の無常を説いたものです。

　これは、浄土真宗開祖の親鸞聖人の作といわれる句ですが、この後に続く下の句があります。

「明日ありと思う心の仇桜

　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よわ),夜半)に嵐の吹かぬものかは」
（桜の花が明日もまだ咲き誇っているだろうと思っていると、夜半に嵐が吹いて花が散ってしまうかもしれない）

　明日、明日と先延ばししていたら、次の日には散っていたということも多々あることです。

　人生「思い立ったが吉日」という言葉があります。肝に銘じておきましょう。

· 仇桜にならないための老活

　週刊文春の記事から、これは大切なことが書いてあると読みましたのが、添付しました別紙です。（参考までに）
▼　使い方
　記入式「親に聞いておくこと」というのがあります。これは実際、お子さんが親に聞いて置かなければ、親が亡くなった時に直ぐに困る事が発生する事案です。

　これはエンディングノートといってもいいかも知れませんが、お子さんが親に聞かなくても、この用紙を受け取った本人さんが書くのもいいでしょう。

✲「葬儀について」どのような形式の葬儀を希望するか。
✲葬儀会社は決まっているか。

✲お寺（教会・神官など）は決まっているか。（宗派は知っているか）
✲葬儀に参列を希望する親戚・知人は決まっているか。その人たちの連絡先は。逆に呼んで欲しくない人はいるか。
✲葬儀にして欲しい事があるか。例えば、音楽を流して欲しい。死装束にはこれを着させて欲しいなど。
✲遺影は決まっているか。（ある・無し）
✲親について。（自分自身の経歴・本籍地）
✲使用中のデジタル関係・パソコン・携帯・ブログ・SNSなどのIDやパスワード

✲口座関係・金融機関名やネット銀行・口座番号・暗証番号など。

✲各種保険や年金の内容。
✲資産関係・どこに何がある。

✲ここには記入欄がないが、ペットを飼っている場合どうするか。

▽ここに書いただけでもこれだけあって、

まだまだ足りない所もあります。

　このようなことは生前に聞いておかなけ

れば、本人しか知らない事もあります。

　よく、子供たちには迷惑を掛けたくない

といわれる方がおられますが、概ね金銭
面の事を思っていわれている方が多いよう

に思われます。

現実的には金銭的な事も発生しますが

その事を清算するにも、各方面の情報を書き残す必要があると思います。

· 葬儀・完全ガイド

　別紙のもうひとつ、一般葬・家族葬・直葬完全ガイドとあります。

　これは臨終からの流れを表にしたものです。解りやすく書いてあるので参考になると思います。なぜなら、葬儀の流れなど経験豊富な人はいません。ましてや、時代と共に葬儀の形式も変わって来ています。
　また、都会と地方の田舎では、そのしきたりにも違いがあります。

　要するに、葬儀のベテランはいませんし、自分で自分の葬儀は出来ません。
　仇桜にならないように、準備は早めにを、心がけましょうね。　　　　　　　　　合掌
